
特
別
展

「
千
島
・
樺
太
・
北
海
道 

ア
イ
ヌ
の
く
ら
し

―
ド
イ
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」

今
年
は
日
独
交
流
一
五
〇
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

本
特
別
展
で
は
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
ド
レ

ス
デ
ン
の
民
族
学
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を
中
心
に
、

本
館
の
資
料
も
ま
じ
え
て
、
各
館
秘
蔵
の
ア
イ
ヌ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
〇
〇

年
以
上
前
に
収
集
さ
れ
た
名
品
ば
か
り
で
す
。
北

方
の
美
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期　

12
月
6
日
︵
火
︶
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
︵
13
時
開
場
︶

定
員　
４
５
０
名
︵
当
日
先
着
順
︶

参
加
費　
無
料
︵
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
︶

第
4
0
3
回　

12
月
17
日︵
土
︶

中
東
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
―
し
た
た
か
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

講
師　
菅
瀬
晶
子 ︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
︶

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
人
口
の

90
％
以
上
を
占
め
る
中
東
で
、

圧
倒
的
少
数
派
な
が
ら
、﹁
イ

エ
ス
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
﹂

に
生
き
る
者
と
し
て
の
誇
り

を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
彼

ら
の
日
常
生
活
や
イ
ス
ラ
ム

教
徒
と
の
関
係
、
歴
史
の
な

か
で
の
役
割
を
、
パ
レ
ス
チ

ナ
や
レ
バ
ノ
ン
な
ど
、
東
地

中
海
地
域
の
事
例
を
も
と
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
0
2
回　

11
月
19
日︵
土
︶

【
特
別
展
関
連
】

絵
画
に
あ
ら
わ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
風
俗

講
師　
佐
々
木
利
和 ︵
北
海
道
大
学 

教
授
︶

描
か
れ
た
ア
イ
ヌ
の
世
界
に

は
い
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
19
世

紀
半
ば
以
前
、
か
れ
ら
は﹁
蝦

夷
﹂と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
が
描
か
れ
た
最
古
の

例
は
延
久
元
年
︵
1
0
6
9
︶

で
す
。
さ
て
そ
の
画
例
か
ら

ど
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
像
が
得

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

国立民族学博物館友の会　電話06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX06-6878-3716  
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

現
在
、
開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展
﹁
イ
ン
ド 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

ア
ー
ト
の
世
界
―
近
代
西
欧
と
の
出
会
い
と
展
開
﹂︵
会
期
11

月
29
日
︵
火
︶
ま
で
︶
に
あ
わ
せ
て
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
イ
ン

ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が
描
か
れ
た
ポ
ー
チ
や
バ
ッ
グ
を
と
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
神
様
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ネ
ー

シ
ャ
の
お
守
り
や
壁
飾
り
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
関
連
商
品
が
み

な
さ
ん
の
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

左
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

特
別
展
及
び
企
画
展
開
催
中
は
、
お
も
に
特
別
展
、

企
画
展
関
連
の
お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
詳
細
は
24

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ム
イ
ノ
ミ
（
神
へ
の
祈
り
）

み
ん
ぱ
く
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
標
本
資
料
へ
の
感
謝

と
安
全
を
願
い
、
カ
ム
イ
ノ
ミ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
︵
金
︶
10
時
30
分
～

会
場　

玄
関
前
広
場

 

︵
雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
へ
の
変
更
あ
り
︶

企
画
展

「
イ
ン
ド　
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ー
ト
の
世
界

―
近
代
西
欧
と
の
出
会
い
と
展
開
」

イ
ン
ド
の
庶
民
の
間
で
親
し
ま
れ
て
き
た
風
景
画
や

宗
教
画
、
広
告
な
ど
約
1
4
0
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
展
示
し
、
イ
ン
ド
の
人
々
の
美
意
識
や
宗
教
観
の

変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

会
期　

11
月
29
日
︵
火
︶
ま
で

会
場　

本
館
展
示
場
内

友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
0
2
回　

12
月
3
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
よ
り
】

ペ
ー
族
の
映
像
民
族
誌

│
伝
え
た
い
こ
と
を
ど
う
伝
え
る
か
の
葛
藤

講
師　
横
山
廣
子
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
︶

映
像
で
は
、
モ
ノ
で
は
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
び
と
の

生
活
の
雰
囲
気
を
描
き
出
し
、
祭
り
や
儀
礼
な
ど
を
一
連
の
流

れ
の
な
か
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
制
作
中
の
ペ
ー
族
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
番
組
﹁
雲
南
省
の
ペ
ー
族
の
暮
ら
し
と
文
化
﹂

の
映
像
を
も
ち
い
て
、
彼
ら
の
生
活
を
紹
介
し
な
が
ら
、
映
像

と
し
て
表
現
す
る
う
え
で
の
悩
み
や
工
夫
に
つ
い
て
も
お
話
し

ま
す
。

第
4
0
3
回　

1
月
7
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
醍
醐
味
を
語
る
】

ア
マ
ゾ
ン
川
上
流
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化

│
ボ
リ
ビ
ア
、
モ
ホ
ス
平
原
の
自
然
と
歴
史
│

講
師　
齋
藤 

晃
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
︶

ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
南
西
の
端
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
と
の
狭
間
に

は
、
日
本
の
総
面
積
の
約
半
分
に
相
当
す
る
広
大
な
平
原
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
高
温
多
湿
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
お
け
る
人

び
と
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
西
欧
と
の
接
触
以
降
の
複
雑
な
歴
史

を
、
わ
た
し
の
個
人
的
体
験
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
0
4
回　

2
月
4
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
醍
醐
味
を
語
る
】

マ
ヤ
か
ら
世
界
へ

│
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験

講
師　
鈴
木 

紀
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
︶

《
今
後
の
催
し
の
お
知
ら
せ
》

﹇
体
験
セ
ミ
ナ
ー
﹈

　
「
日
本
酒
づ
く
り
の
今
と
昔
（
仮
）」

　

2
0
1
2
年
2
月
下
旬
～
3
月

﹇
研
修
の
旅
﹈

　
「
バ
ル
カ
ン
半
島
西
部
を
訪
ね
る
（
仮
）」

　

2
0
1
2
年
5
月
頃
︵
10
日
程
度
︶

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
温
故
知
新

―
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
の
可
能
性
を
求
め
て
」

古
い
資
料
を
活
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
や
文

化
継
承
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
、
新
た
な
視
点
で

の
研
究
や
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
例
に
、

若
手
研
究
者
が
発
表
と
討
論
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
︵
土
︶
10
時
30
分
～
17
時
25
分

 

11
月
13
日
︵
日
︶
10
時
～
16
時

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室
︵
定
員
80
名
︶

※
参
加
無
料
、
要
申
込
︵
先
着
順
︶

参
加
申
込
方
法
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
往
復
は
が
き
に
て
左
記
内
容
を

記
入
の
上
、
左
記
宛
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
記
入
事
項
︼

①
参
加
者
の
人
数

②
参
加
者
の
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶

③
電
話
番
号
︵
代
表
者
︶
※
当
日
の
連
絡
可
能
な
番
号

④
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合
︶

⑤
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は
返
信
用
の

宛
先

︻
宛
先
︼

〒
5
6
5
︲
8
5
1
1

大
阪
府
吹
田
市
千
里
万
博
公
園
10
︲
1

国
立
民
族
学
博
物
館
﹁
2
0
1
1
年
秋
季
特
別
展

事
務
局
﹂
宛

E
-m

ail

：to
ku

eve
n

t@
id

c.m
in

p
aku.ac.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
6
︲
6
8
7
8
︲
7
5
0
3

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会

「A
inu P

ast and
 P

resent

―
マ
ン
ロ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」

日
時　

12
月
4
日
︵
日
︶
13
時
30
分
～
15
時
45
分

　
　
　
︵
開
場
13
時
︶

会
場　

講
堂
︵
先
着
4
5
0
名
︶

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

お
問
い
合
わ
せ
先

広
報
企
画
室　

企
画
連
携
係

電
話　

0
6・
6
8
7
8・
8
2
1
0

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

11
月
5
日
︵
土
︶、
11
月
23
日
︵
水
・
祝
︶、

11
月
26
日
︵
土
︶、
12
月
3
日
︵
土
︶

企
画
展
「
イ
ン
ド 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ー
ト

の
世
界
」
関
連
商
品

神様ポシェット ５２５円
神様バッグ １，５７５円
神様エコバック（ジュート）  １，２６０円 （すべて税込み）

●
展
示
場
新
構
築
の
お
知
ら
せ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ゾ
ー

ン
が
来
年
3
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
近
日
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
が
、
展
示

場
新
構
築
工
事
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
の
見
納
め
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
展

示
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

11
月
3
日
︵
木
・
祝
︶
は
文
化
の
日
、
19
日
︵
土
︶、

20
日
︵
日
︶
は
関
西
文
化
の
日
の
た
め
、
本
館
展

示
・
特
別
展
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ

し
、
11
月
3
日
は
、
自
然
文
化
園
︵
有
料
区
域
︶
を

通
行
さ
れ
る
場
合
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
対
す
る
本
館
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
日
新
聞
夕
刊
連
載「
旅
・
い
ろ
い
ろ
地
球
人
」

み
ん
ぱ
く
の
研
究
者
の
エ
ッ
セ
イ
が
毎
週
木
曜

日
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら

17
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）
で
す
。

間
宮
林
蔵
『
北
蝦
夷
図
説
』

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵

魚皮製衣服（樺太）ドレスデン民族学博物館所蔵

刊行物紹介

■中牧 弘允 著　何 芳 訳　王 向華 監訳
『日本会社文化―昔日的大名、今日的会社』
北京大学出版社

『むかし大名、いま会社―企業と
宗教』(淡交社、19 9 2年)の全訳。
中国語訳に際し、監訳者の序文と
著者の中国版自序がついている。
香港大学現代語言及文化学院の
企画した東亜文明双書のシリーズ
で最初の刊行物。原著を端緒とし、
民博が現代企業の人類学的研究
の拠点となっていること、また日本
企業が文化的伝統を継承している
ことなどが序文で紹介されている。

■三尾 稔・福内千絵 編
『インド ポピュラー・アートの世界
 ―近代西欧との出会いと展開』
千里文化財団　定価：1,575円

企画展「インド ポピュラー・アー
トの世界―近代西欧との出会い
と展開」の関連解説書。図版も多数
使って、19世紀半ば以降のインド
のポピュラー・アートの成立や発
展、現在の姿についてわかりやす
い解説を加えた。

12   13   	 2011年 11月号


